
全体総括

46.58

①経常収支比率は、全体として収益は減少した
が、修繕費が減少したため前年度の数値から若干
改善したものの類似団体平均値を下回っている。
②累積欠損金は生じていない。今後も欠損金が生
じないよう事業を継続していく。
③流動比率は100％を超えているが、現金預金残
高が減少して前年度より数値は低下しており、類
似団体平均値も下回っている。短期的な債務に対
する支払能力は有しているため、今後も健全な経
営を継続するように努める。
④企業債残高対給水収益比率は、企業債現在残高
が減少したことと、物価高騰等支援対策による水
道料金の基本料金免除を実施しなかったため、給
水収益が改善して前年度から数値が低下した。
⑤料金回収率は、基本料金の免除を実施せず給水
収益が増加したことから、前年度の数値から改善
した。
⑥給水原価は類似団体平均値を下回っている。今
後、更に効率的な経営を実施するために精査を行
う必要がある。
⑦施設利用率は前年度とほぼ同様の数値であり、
今後も適切な規模確保を検討する必要がある。
⑧有収率は類似団体平均値を上回ったが、前年度
の数値から低下した。今後も引き続き老朽管の布
設替えの推進や計画的な漏水調査を実施すること
等により、有収率の更なる向上に努める。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率については、近年は大
規模工事を実施していないため、数値は横ばいと
なっている。今後は予算を調整しながら、計画的
に更新工事を実施していく。
②管路経年化率は、類似団体平均値を上回ってい
るため、計画的な施設管路の更新が必要である。
③管路更新率は、管路以外の施設の更新工事を優
先したため、前年度から数値が低下した。今後は
予算と調整をしながら、管路を含めて計画的に更
新を進めていく必要がある。

2. 老朽化の状況

給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2) － 類似団体平均値（平均値）

経常収支比率は100％以上で推移しているが、前
年度に引き続いて類似団体平均値と比較して、数
値が下回る結果となっている。
今後も給水人口の減少に伴う給水収益の減少と、
施設の老朽化等の工事に対応するために、事業費
の増大が続くことが見込まれる。
水道事業の健全な経営のためにも、安定的な財源
である給水収益を増加させるために水道料金の見
直しを図ることや、現在の施設規模が適切かどう
かを検討する必要がある。

270.46 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 89.60 99.20 3,190 12,598

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

12,759 47.40 269.18 ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 末端給水事業 A7 非設置

経営比較分析表（令和6年度決算）
埼玉県　神川町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 0.29 0.56 0.28 0.31 0.14

平均値 0.44 0.50 0.40 0.40 0.39

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 113.96 114.54 111.65 100.96 103.14

平均値 109.02 107.81 107.21 105.97 105.08

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 62.87 63.53 63.49 64.56 65.30

平均値 49.39 50.75 51.72 52.27 52.87

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 32.58 32.58 32.02 33.16 33.07

平均値 18.57 21.14 22.12 25.67 26.86

①経常収支比率(％)

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 11.00 8.86 7.65 8.52 10.80

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 322.42 309.07 299.65 264.47 252.62

平均値 371.81 384.23 364.30 378.87 362.35

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

500.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 168.58 133.76 146.53 115.92 80.85

平均値 465.85 439.43 438.41 430.23 429.24

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 96.32 107.95 84.05 81.46 98.55

平均値 92.39 94.41 90.96 90.66 90.78

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 162.06 158.70 161.63 176.71 174.48

平均値 192.98 192.13 197.04 199.33 202.75

49.00

50.00

51.00

52.00

53.00

54.00

55.00

56.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 53.04 53.81 52.17 51.39 51.40

平均値 54.43 53.87 54.49 54.80 55.47

73.00

74.00

75.00

76.00

77.00

78.00

79.00

80.00

81.00

82.00

83.00

84.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 82.00 81.50 83.00 83.20 82.10

平均値 79.44 79.49 78.80 77.98 76.97

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【107.26】 【1.61】 【239.69】 【264.86】

【89.21】【60.21】【181.66】【97.59】

【52.41】 【26.78】 【0.59】



0.0

7.9 6.9 0.0   平均値 330.8 11.2

当該値     
36,960

R02 R03 R04

平均値   

 当該値    

平均値      

⑨施設の資産価値(千円)
全体総括
当該施設については指定管理制度を導入して運営
しています。一般会計からの繰入金に依存してい
るため、より一層の経営改善により宿泊者数を増
加させ、独立採算の運営が求められています。当
該施設は下久保ダムや城峯公園といった施設が近
くにある立地で、観光客が多く訪れる場所ではあ
りますが、山中にあり、冬季には路面の凍結が発
生するなど、閑散期における宿泊客獲得に向けた
対応が必要です。

154,893

⑩設備投資見込額(千円)

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06

 0.0 0.0 0.0 当該値 0.0

△21,071 △18,563 △34,509

2.資産等の状況

△152.6 △62.5 △110.4 △94.5 △19.9 平均値100.4 273.4 255.5 39.4 40.6 平均値

△12,984 △3,657 △3,840

平均値 5.1 14.6 18.6 19.8 11.6 平均値

△78.1 △33.6 △31.1 当該値 △35,140 △43,43913.7 17.6 15.6 当該値 △61.1 △72.7

583,147 △24,727

R06 R02 R03 R04 R05R04 R05 R06 R02 R03 R04

当該値 15.4 16.1 0.0 0.0 9.2 当該値 58.0 55.8

設備投資見込み額は、製氷機の入替や宿泊施設な
ど老朽化による修繕を行いました。今後も老朽化
による設備投資が増えることが予想されます。
企業債残高料金収入比率については、観光施設事
業に関わる企業債は完済、現在は指定管理者制度
を導入し、現在は料金収入もないため0%となって
います。

3. 利用の状況について
施設と周辺地域の宿泊客動向については、当該施
設及び周辺地域それぞれの延宿泊者数が、所在都
道府県の延宿泊者数に占める割合の推移を表す指
標です。
昨年度時点から比較すると宿泊者数は増加してお
り、外国人利用者も増加しています。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 63,431 541,785 5,910 6,101 7,466平均値 47.8 27.2 23.7 26.4 31.0

R06R05

平均値 96.8 94.0 98.4 102.5 98.9

42.9 4.8 26.2当該値 87.7 83.2 110.3

R05 R06 R02 R03 R04

0 0 0 2. 資産等の状況について当該値 6,203 6,36093.4 115.2 当該値 18.0 18.0

有 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
収益的収支比率は老朽化による施設修繕がありま
したが、宿泊者数が前年より増加しており平均値
を超えております。
他会計補助金比率は、類似施設平均よりは低い値
ですが、老朽化による施設修繕もあり昨年より増
加しています。
売上高人件費比率は類似施設平均よりは低い値で
すが、宿泊客の回復による売上高の増加と、人件
費の急騰により横ばいとなりました。
売上高GOP比率は売上高は微増でしたが、施設老
朽化による修繕費用の増の影響で落ち込んでいま
す。
EBITDAは施設老朽化による修繕費用の影響で、値
が下振れしています。

R02 R03

該当数値なし 該当数値なし 1,247 114 有 100.0

R06R05 R06 R02 R03 R04 R05R04

当該施設値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 建物延面積(㎡) 宿泊定員数(人) バリアフリー法の基準適合性 トイレ洋式化率(％) Wi-Fi設置 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 観光施設事業 休養宿泊施設 Ａ２Ｂ１ 非設置 3,122 利用料金制 97.9 ■

経営比較分析表（令和6年度決算）
埼玉県神川町　城峯公園キャンプ場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 客単価(円) 指定管理者制度の導入 インターネットによる予約割合(％) グラフ凡例

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

③宿泊者一人当たりの他会計補助金額(円)

【39,956】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

②他会計補助金比率(％)

【74.3】

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

①収益的収支比率(％)

【142.4】

△100,000

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

⑦ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【△15,622】

△180.0

△160.0

△140.0

△120.0

△100.0

△80.0

△60.0

△40.0

△20.0

0.0

⑥売上高ＧＯＰ比率(％)
【△78.9】

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

⑤売上高人件費比率(％)

【43.6】

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

④定員稼働率(％)
【17.7】

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

⑫企業債残高対料金収入比率(％)

【22.3】

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑪累積欠損金比率(％)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑧有形固定資産減価償却率(％)

0.00%

0.02%

0.04%

0.06%

0.08%

0.10%

0.12%

0.00%

0.20%

0.40%

0.60%

0.80%

1.00%

1.20%

1.40%

R02 R03 R04 R05 R06

市町村(左軸) 公営企業(右軸)

⑬施設と周辺地域の宿泊客数動向

該当数値なし 該当数値なし



①有形固定資産減価償却率
類似団体平均値を上回っている。近年は下水道本
管の布設工事等の実績がないため、上昇傾向が継
続することが見込まれる。
②管渠老朽化率
該当なし
③管渠改善率
管渠改善率については、耐用年数を超えていない
ので数値がない。

2. 老朽化の状況

全体総括

令和4年度から地方公営企業法を全部適用した。
経常収支比率は100％以上で推移しているが、一
般会計補助金からの収入に大きく依存している。
下水道使用料収入のみで経営をすることが難しい
状況であり、流域下水道として県に維持管理及び
建設負担金を支払うことにより事業が成り立って
いるため、負担金の額が経営に直結する。
健全で安定した経営を実現するため、今後も下水
道への接続率の向上及び下水道使用料収入の増加
に努める。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

476 0.54 881.48 【】 令和6年度全国平均

処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
ほぼ前年度の数値と同様で、100%を超えて類似団
体平均値を上回っているが、収入を一般会計補助
金に大きく依存している状況である
②累積欠損金比率
累積欠損金は生じていない。今後も欠損金が生じ
ないように事業を継続していく。
③流動比率
下水道使用料収入の増加等により数値は改善した
が100％を大きく下回っており、継続して健全な
経営に努めて支払能力を向上させていく。
④企業債残高対事業規模比較
類似団体平均値を大きく上回っており、企業債残
高が大きく同様の傾向が継続すると見込まれる。
⑤経費回収率
下水道使用料収入の増加等により前年度の数値か
ら上昇しており、継続して下水道使用料収入の増
加と経費節減に努める。
⑥汚水処理原価
前年度の数値から改善されたが、類似団体平均値
を上回っているので、継続して効率的な汚水処理
に努める。
⑦施設利用率
浄化施設不保持のため数値なし。
⑧水洗化率
前年度の数値から微減しており、類似団体平均値
を大きく下回っているので、啓発活動など下水道
事業を推進して接続件数の増加に努める。

資金不足比率(％)

- 26.63 3.75 102.04 2,420

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

12,759

処理区域内人口(人)

47.40 269.18 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Cd2 非設置

経営比較分析表（令和6年度決算）
埼玉県　神川町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 - - 0.00 0.00 0.00

平均値 - - 3.35 1.24 0.04

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 - - 107.45 120.19 119.93

平均値 - - 108.08 110.77 107.83

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 - - 27.44 29.24 31.05

平均値 - - 13.17 15.94 22.10

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 - - 0.00 0.00 0.00

平均値 - - 0.00 0.00 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 - - 0.00 0.00 0.00

平均値 - - 15.00 5.61 30.17

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 - - 15.70 38.83 60.31

平均値 - - 224.97 189.51 56.13

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

3,000.00

3,500.00

4,000.00

4,500.00

5,000.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 - - 4,522.44 3,622.51 3,117.82

平均値 - - 1,332.23 1,414.79 1,343.89

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 - - 26.74 36.36 39.41

平均値 - - 26.53 25.29 72.84

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 - - 1,042.28 803.76 511.81
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【105.36】 【3.12】 【82.75】 【602.56】

【96.00】【60.13】【140.98】【97.94】

【42.20】 【9.46】 【0.19】



経営比較分析表（令和6年度決算）
埼玉県　神川町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
47.40 269.18 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置

普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

12,759

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
100%以上で推移しているが、前年度から数値は低
下しており、収入を一般会計補助金に大きく依存
している状況である。
②累積欠損金比率
累積欠損金は生じていない。今後も欠損金が生じ
ないように事業を継続していく。
③流動比率
現金預金が減少したため前年度の数値を下回っ
た。類似団体平均値を下回っているため、支払能
力を高めるために経営改善を行う必要がある。
④企業債残高対事業規模比較
類似団体平均値を大きく上回っており、企業債残
高が大きく同様の傾向が継続すると見込まれる。
⑤経費回収率
前年度から数値が低下しており、類似団体平均値
を下回っているため、下水道使用料収入の増加と
経費節減に努める。
⑥汚水処理原価
前年度の数値から改善されたが、類似団体平均値
を上回っているので、継続して効率的な汚水処理
に努める。
⑦施設利用率
利用率向上のために住民への推進を続けていく。
⑧水洗化率
前年度の数値から微増したが、類似団体平均値を
下回っているので、啓発活動など下水道事業を推
進して接続件数の増加に努める。

資金不足比率(％)

- 67.27 9.02 112.13 2,420

自己資本構成比率(％)

1,146 0.76 1,507.89 【】 令和6年度全国平均

①有形固定資産減価償却率
浄化施設の減価償却費の額が大きいため、類似団
体平均値を上回っている。近年は工事等の実績が
ないため、上昇傾向が継続することが見込まれ
る。
②管渠老朽化率
該当なし
③管渠改善率
管渠改善率については、耐用年数を超えていない
ので数値がない。

2. 老朽化の状況

全体総括

令和4年度から地方公営企業法を全部適用した。
経常収支比率は100％以上で推移しているが、一
般会計補助金からの収入に大きく依存している。
現状としては、下水道への接続件数は頭打ちであ
り、下水道使用料収入のみで経営をすることが難
しい状況である。
また、浄化施設の機械電気設備の大部分は耐用年
数を経過しており、計画的な施設更新が必要と
なっている。
健全で安定した経営を実現するため、今後も下水
道への接続率の向上及び下水道使用料収入の増加
に努める。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【105.07】 【63.54】 【50.90】 【1,099.15】

【86.31】【43.17】【225.78】【72.92】

【30.82】 【0.06】 【0.15】


